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【特集】新たな地域「自治」の基盤・コミュニティセンター

地域を元気にするために
まちづくりの新拠点を

舘市

田山

細野

畑

　日本は平成20年を境に人口減少が始まり、人類史上まれな速さで少
子高齢化が進んでいます。市も同様の波が押し寄せていることから、
このままでは地域の活力が減退してしまうと考え、地域と協働でまち
づくりの新拠点を構える「地域が元気なまちづくり推進構想」を策定し
ました。今月号では、この構想に基づき設置する新たな自治の拠点、
コミュニティセンター（通称コミセン）のあらましを紹介します。
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市
は
、
合
併
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
地

域
の
活
力
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
地
域
が
考
え
、
地
域
が
実
行
す

る「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
平
成
19
年

か
ら
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
地
域
の
花
植
栽
や
公
園
の

環
境
整
備
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
地
域
資
源

学
習
な
ど
、
６
年
間
で
総
数
５
６
２
件
の

事
業
に
約
７
千
９
百
万
円
が
活
用
さ
れ
、

地
域
活
性
化
の
一
助
と
し
て
定
着
。
多
く

の
成
果
が
上
が
り
、
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
声
に

応
え
て
何
度
か
補
助
要
件
の
見
直
し
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
を
行
う
に
は
、
こ
の
事
業
だ
け

で
は
限
界
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

で
は
、
国
勢
調
査
を
基
に
し
た
将

来
人
口
の
予
測
を
定
期
的
に
発
表
し
て
い

ま
す
。
下
の
グ
ラ
フ（
図
１
）は
、
22
年
に

行
わ
れ
た
国
勢
調
査
を
基
に
作
成
さ
れ
た

市
の
将
来
人
口
推
計
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
市
の
人
口
は
減
少
し

続
け
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

の
人
口
は
、
昭
和
35
年
の
５
万
３
８
０
５

人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
今
か
ら
１
年
後
の
平
成
27
年
に
は

公
民
館
を
地
域
の
元
気
づ
く
り
拠
点
に

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
平
成
18
年
か
ら
、
各
地
域
に

従
来
か
ら
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
単
位
と

し
て
、
左
の
表
１
の
よ
う
に
12
の
地
域
振

興
協
議
会
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
協
議
会
の
体
制
を
強
化
す
る
こ
と

で
、
さ
ら
に
小
さ
な
自
治
会
な
ど
の
基
礎

的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
を
支
援
す
る
中

間
共
同
体
と
し
て
の
役
割
や
、
自
治
会
よ

り
も
広
域
な
目
線
か
ら
の
地
域
づ
く
り
を

行
う「
共
助
」の
基
盤
が
強
化
で
き
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

市
は
、
こ
の
地
域
振
興
協
議
会
と
同
じ

単
位
で
、
地
区
に
公
民
館
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
公
民
館
は
、
昭
和
20
年
代
か
ら
、

主
に
成
人
に
対
す
る
社
会
教
育
の
実
践
の

場
と
し
て
全
国
に
整
備
さ
れ
て
き
た
も
の

で
す
が
、
こ
れ
に「
地
域
活
動
の
拠
点
」と

い
う
位
置
付
け
を
新
た
に
追
加
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
生
涯
学
習
・

ス
ポ
ー
ツ
事
業
に
加
え
、「
地
域
づ
く
り

活
動
を
行
う
場
」と
し
、
地
域
振
興
協
議

会
が
雇
用
す
る
職
員
が
そ
こ
で
中
心
的
な

役
割
を
担
当
。
公
民
館
と
い
う
名
称
に
つ

い
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
通

称
＝
コ
ミ
セ
ン
）と
改
め
ま
す
。

そ
の
半
分
以
下
と
な
る
２
万
６
４
８
７
人

に
、そ
し
て
、16
年
後
の
平
成
42
年
に
は
、

２
万
人
を
割
り
込
む
寸
前
に
な
る
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
26
年
後
の
平
成
52
年
に
は
、

22
年
の
57
・
４
％
と
な
る
１
万
６
４
６
５

人
と
な
り
、
最
盛
期
の
３
割
程
度
に
ま
で

人
口
が
落
ち
込
む
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
地
域
活
力
の
維
持
に

極
め
て
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
、
右
下
の
図
２
に
掲

げ
た「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」の
３

つ
に
区
分
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
３
区
分
の
う
ち
、
最
も
重
要
な
の

が
身
近
な
単
位
で
行
わ
れ
る「
共
助
」

で
す
。
こ
れ
に
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
不
可
欠
で
す
が
、
上
の
グ

ラ
フ（
図
１
）に
も
示
す
よ
う
に
、
地

域
の
人
口
は
、
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い

く
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
基
礎
は
人
で
す
。
そ
の
人

が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
力
が
失
わ
れ
て
し

ま
う
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　
こ
の
活
力
減
退
を
防
ぐ
た
め
に
検

討
を
重
ね
、
一
つ
の
結
論
に
至
り
ま

し
た
。
そ
れ
が
今
回
お
示
し
す
る
、

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
地
域

に
つ
く
ろ
う
』と
い
う
も
の
で
す
。

地
域
活
力
の
基
礎
と
な
る
人
口
が
減
少

図１　市の将来人口推計（国立
社会保障・人口問題研究所）

図２　自助・共助・公助の内容と一例
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コ
ミ
セ
ン
に
な
る
と
何
が
変
わ
る
の
か

そ
れ
で
は
、
公
民
館
が
コ
ミ
セ
ン
に

変
わ
る
と
、
何
が
、
ど
の
よ
う
に

変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
管
理
運
営

の
主
体
が
地
域
振
興
協
議
会
に
変
わ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
市
は
、
指
定
管
理
と
い

う
制
度
に
よ
っ
て
、
各
地
の
地
域
振
興
協

議
会
に
コ
ミ
セ
ン
の
管
理
運
営
を
任
せ
ま

す
。
任
さ
れ
た
地
域
振
興
協
議
会
は
、
こ

れ
ま
で
公
民
館
で
行
っ
て
き
た
生
涯
学
習

事
業
を
主
体
的
に
企
画・
立
案
す
る
こ
と

に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地

域
住
民
の
意
向
に
沿
っ
た
事
業
が
展
開
さ

れ
る
と
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
会
議
室
な
ど
の
貸
し
出
し
業
務

も
、
指
定
管
理
を
受
け
た
地
域
振
興
協
議

会
が
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
予
約
な
ど

の
方
法
は
、
基
本
的
に
こ
れ
ま
で
と
変
わ

り
ま
せ
ん
。
利
用
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、
何
ら
不
便
に
な
る
と
こ
ろ
は
な

く
、
生
涯
学
習
や
体
育
事
業
な
ど
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
地
域
ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
た

も
の
に
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
仕
事
を
行
う
た
め
に
は
、
専

任
の
職
員
を
雇
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
コ
ミ
セ
ン
に
は
事
務
局
を
置
き
、
地

域
振
興
協
議
会
が
採
用
し
た
職
員
が
従
事

し
ま
す
。
地
域
に
採
用
さ
れ
た
職
員
が
、

地
域
の
こ
と
を
専
門
に
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
地
域
に
精
通
し
た
人
材
を
、
地
域

が
雇
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
枠
組
み
に
留

ま
ら
な
い
、
よ
り
幅
広
い
取
り
組
み
を
行

え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
こ
と
を
専
門
に

考
え
る
と
い
う
体
制
を
取
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
地
域
の「
共
助
」
を
よ

り
大
き
な
視
点
か
ら
考
え
る
事
務
局
を
地

域
に
置
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

表１　地域振興協議会と公民館・コミュニ
ティセンターの名称
地域振興協議会 現在の公民館

コミュニティセンター名称
活気あふれる大更を
創る会

大更公民館
大更コミュニティセンター

八幡平市田頭地域振
興協議会

田頭公民館
田頭コミュニティセンター

八幡平市平舘地域振
興協議会

平舘公民館
平舘コミュニティセンター

八幡平市寺田地域振
興協議会

寺田公民館
寺田コミュニティセンター

八幡平市松尾地区地
域振興協議会

松尾地区公民館
松尾コミュニティセンター

細野地区振興協議会 細野公民館
細野コミュニティセンター

畑地区振興協議会 畑公民館
畑コミュニティセンター

荒屋地区振興協議会 若者センター
荒屋コミュニティセンター

五日市振興協議会 五日市公民館
五日市コミュニティセンター

八幡平市浅沢地域振
興協議会

浅沢公民館
浅沢コミュニティセンター

田山地域振興協議会 田山公民館
田山コミュニティセンター

舘市地区振興協議会 舘市公民館
舘市コミュニティセンター

コ
ミ
セ
ン
を
中
心
に
共
助
の
基
盤
づ
く
り

コ
ミ
セ
ン
は
、
下
の
図
３
の
よ
う
な

体
制
で
仕
事
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
市
が
各
地
区
の
地
域
振
興
協
議
会

を
指
定
管
理
者
と
し
、
コ
ミ
セ
ン
の
管
理

運
営
を
任
せ
、
地
域
の
皆
さ
ん
は
振
興
協

議
会
へ
参
画
す
る
こ
と
で
、
地
域
の「
共

助
」を
支
え
る
基
盤
を
形
づ
く
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
コ
ミ
セ
ン
と
地
域
振
興
協
議

会
だ
け
で
は
、
共
助
も
自
治
も
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
最
も
重
要
な
の
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
画
で
す
。

　
人
口
減
少
時
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

ど
う
し
て
も
活
力
が
不
足
し
が
ち
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
も
地
域
の
課
題
を
解
決
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
人
や

予
算
と
い
っ
た
地
域
の
限
ら
れ
た
資
源
を

ど
こ
に
投
入
す
る
の
か
」「
地
域
振
興
協

議
会
を
中
心
に
し
て
、
地
域
全

体
の
た
め
に
は
、
優
先
順
位
を

ど
の
よ
う
に
つ
け
て
何
を
す
る

の
が
良
い
の
か
」
を
話
し
合
っ

て
、
地
域
が
自
ら
決
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
人
口
減
少
時
代
の
中
で
、「
共

助
」を
行
う
基
盤
と
な
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
い
か
に
守
り
育

て
て
い
く
の
か
。
そ
の
活
動
の

中
心
と
な
る
の
が
、
新
た
に
設

置
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
す
。

【特集】新たな地域「自治」の基盤・コミュニティセンター

図３　コミセンの管理運営体制

運営
参画

【利用・参加】
まちづくり活動
生涯学習活動
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指
定
管
理
な
ど
で
行
う
コ
ミ
セ
ン
の
仕
事

コミュニティ
事業

生涯学習・
スポーツ
事業

施設管理
運営事業

（指定管理事業）

（交付金事業）

図４　コミセンの業務

「
地
域
づ
く
り
一
括
交
付
金
」
を
創
設

地
域
振
興
協
議
会
が
コ
ミ
セ
ン
を
運

営
す
る
と
、
大
き
く
は
左
の
図
４

に
掲
げ
る
３
つ
の
業
務
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
図
４
の
上
段
に
挙
げ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

事
業
は
、
こ
れ
ま
で
も
各
地
域
振
興
協
議

会
が「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
」

な
ど
を
活
用
し
て
行
っ
て
き
た
地
域
づ
く

り
活
動
に
相
当
す
る
仕
事
で
す
。

　
図
４
の
下
段
に
挙
げ
た
２
つ
の
円
に
示

す「
生
涯
学
習・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
」「
施
設

管
理
運
営
事
業
」
が
、
今
回
の
指
定
管
理

に
よ
っ
て
地
域
振
興
協
議
会
が
新
た
に
行

う
こ
と
に
な
る
事
業
で
、
こ
れ
ま
で
公
民

館
が
行
っ
て
き
た
仕
事
で
す
。

　
市
は
、
こ
の
業
務
に
つ
い
て
、
表
2
に

掲
げ
た
５
つ
の
事
業
区
分
を
網
羅
し
て
、

バ
ラ
ン
ス
良
く
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
開
催

さ
れ
る
よ
う
基
準
を
設
け
ま
し
た
。ま
た
、

講
座
な
ど
の
開
催
に
当
た
っ
て
は
、
当
面

は
企
画
や
実
施
へ
の
応
援
を
行
い
、
円
滑

に
実
施
で
き
る
よ
う
環
境
を
整
え
ま
す
。

こ
う
し
た
事
業
を
実
施
す
る
に
当
た

り
、
４
月
か
ら
無
理
な
く
事
業
が

実
施
で
き
る
よ
う
、
地
域
振
興
協
議
会
が

採
用
予
定
の
事
務
局
職
員
を
、
市
が
、
25

年
10
月
か
ら
３
月
ま
で
の
６
カ
月
間
、
実

際
に
管
理
運
営
す
る
こ
と
に
な
る
公
民
館

に
臨
時
職
員
と
し
て
配
属
。
事
業
の
企
画

や
実
施
な
ど
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
防
火
管
理
者
な
ど
各
種
資
格
取

得
に
必
要
な
講
習
会
や
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
講
演
会
な
ど
に
加
え
、
指
定

管
理
者
と
し
て
行
う
こ
と
に
な
る
事
務
に

つ
い
て
の
協
議
な
ど
、
コ
ミ
セ
ン
移
行
に

向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

市
は
、
地
域
の
活
性
化
、
住
民
の
連

携
お
よ
び
行
政
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
市
民
が
自
主
的
に
行
う
公
共
性
、
公

益
性
の
あ
る
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
こ

れ
ま
で「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
補
助

金
制
度
」を
運
用
し
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ミ
セ
ン
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
力
は
高
ま
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
に

地
域
の
裁
量
を
大
き
く
し
た
、
よ
り
自
由

で
利
便
性
が
高
い
も
の
に
す
る
こ
と
で
、

よ
り
一
層
の
地
域
自
治
を
推
進
す
る
た

め
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
制

度
を
大
幅
に
見
直
し
ま
し
た
。

　
地
域
づ
く
り
一
括
交
付
金
事

業
は
、
地
域
振
興
協
議
会
が
独

自
に
行
う「
一
般
事
業
」
と
、

複
数
の
地
域
振
興
協
議
会
あ
る

い
は
地
域
振
興
協
議
会
と
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
連
携
し
て
行
う「
地
域
連

携
事
業
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
事
業
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
解
説
し
ま
す
。

地
域
で
考
え
る
課
題
を
機

動
的
に
解
決
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
市
に

対
し
て
１
事
業
ご
と
に
申
請
・

交
付
・
精
算
を
す
る
の
で
は
な

く
、
上
の
図
５
に
示
し
た
よ
う

図５　「一般事業」実施の流れ

❶青少年事業
❷成人・女性事業
❸高齢者事業
❹芸術・文化
❺スポーツ

表２　生涯学習・スポーツ事業の区分
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コ
ミ
セ
ン
を
中
心
に
、
地
域
を
元
気
に

公
民
館
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
変
わ
る
こ
と
で
、
地
域
は
、
地

域
が
本
来
持
っ
て
い
る
自
治
の
機
能
を
大

幅
に
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局

が
、
地
域
の
事
務
局
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
い
く
こ
と
で
、地
域
に
お
け
る「
共

助
」
が
、
よ
り
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
地
域
に
と
っ
て
、
い
ま
何
が
一
番
必
要

な
の
か
、
最
も
良
く
知
っ
て
い
る
の
は
、

そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。市
は
、

コ
ミ
セ
ン
を
中
心
に
地
域
の
自
治
を
盛
り

上
げ
る
こ
と
で
、
地
域
が
元
気
に
な
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
企
画
総
務
部
地
域
振
興
課

（
☎
・
内
線
１
１
４
４
）ま
で
。

地
域
づ
く
り
一
括
交
付
金
で
で
き
る
こ
と

新
し
い
制
度
で
行
う
こ
と
が
で
き
る

事
業
は
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
補
助
金
と
大
き
く
変
わ
る
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
対
象
は
、
❶
地
域

の
活
性
化
、
❷
地
域
の
安
全
、
❸
福
祉
の

充
実
、
❹
生
活
環
境
の
保
全
、
❺
地
域
の

伝
統
文
化
振
興
の
５
つ
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。
た
だ
し
、
住
民
の
手
で
行
わ
れ

な
い
事
業
や
単
な
る
設
備
整
備
や
購
入
を

目
的
と
し
た
事
業
、
営
利
や
政
治
・
宗
教

に
関
す
る
も
の
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
も

表３　一般事業の対象経費となるもの
項　目 内　　　容

報償費 地域外の講師への謝金
旅費 研修の日帰り交通費実費など

需
用
費

消耗品費 封筒・文具類など
燃料費 下刈機の燃料代など
印刷製本費 チラシ印刷、写真代など
光熱水費 イベント会場の水道使用料など

役
務
費

通信運搬費 事務用切手など
広告料 参加者募集用の広告など
手数料 振り込み料、クリーニング代など
保険料 イベント保険料など

委託料 危険作業や有資格者への委託料
使用料・賃借料 イベント資機材、会場使用料
備品購入費 協働事業の実施に不可欠な備品
原材料費 公園整備に係る砂利、苗木など

切
対
象
外
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
見
直
し
を
行
っ
た
結
果
、

交
付
金
の
対
象
と
な
る
経
費
は
、
ペ
ー
ジ

左
上
の
表
３
に
掲
げ
た
と
お
り
に
な
り
ま

し
た
。

　
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
の
対

象
と
し
て
き
た
経
費
は
、
基
本
的
に
網
羅

さ
れ
て
い
ま
す
。
変
更
点
は
先
述
の
と
お

り
で
す
の
で
、
実
施
主
体
の
裁
量
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
一
括
交
付
金
に
な
る
こ

と
に
よ
る
大
き
な
変
更
点
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
、

複
数
の
地
域
振
興
協
議
会
、
ま
た
は
地
域

振
興
協
議
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
連
携
し
て
行
う

も
の
を
対
象
と
し
た「
地
域
連
携
事
業
」を

に
年
度
の
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
全
体
を

一
括
で
申
請
・
交
付
・
精
算
す
る
制
度
に

改
め
ま
す
。

　
実
施
す
る
事
業
の
採
択
、
配
分
す
る
事

業
費
の
額
な
ど
は
、
す
べ
て
地
域
振
興
協

議
会
の
裁
量
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
地
域
に
と
っ
て
何
が
必
要
な
の
か
、

❶
公
益
性
、
❷
必
要
性
、
❸
発
展
性
・
継

続
性
、
❹
費
用
妥
当
性
の
４
つ
の
観
点
か

ら
事
業
を
判
断
。
各
年
度
に
配
分
さ
れ
る

予
算
の
範
囲
内
で
、
自
分
た
ち
で
決
定
・

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。年
度
内
で
、

緊
急
に
実
施
し
た
い
事
業
が
で
き
た
場
合

に
も
、
予
算
の
範
囲
内
で
自
由
に
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

の
な
ど
は
、
交
付
金
の

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
従
来
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
補
助
金
と

の
違
い
は
、
危
険
を
伴

う
作
業
や
有
資
格
者
以

外
に
で
き
な
い
作
業
な

ど
を
外
部
に
委
託
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
た

こ
と
と
、
地
域
の
共
助

事
業
実
施
に
必
要
な
も

の
で
あ
れ
ば
、
備
品
の

購
入
を
認
め
る
よ
う
基

準
を
緩
和
し
た
点
で
す
。

　
一
方
で
、
食
糧
費
お

よ
び
こ
れ
に
関
連
す
る

経
費
に
つ
い
て
は
、
一

新
た
に
設
け
た
こ
と
で
す
。

　
地
域
連
携
事
業
は
、
一
般
事
業
と
同
様

に
自
ら
企
画
・
実
施
す
る
❶
地
域
の
活
性

化
、
❷
地
域
の
安
全
、
❸
福
祉
の
充
実
、

❹
生
活
環
境
の
保
全
、
❺
地
域
の
伝
統
文

化
振
興
の
５
つ
を
目
的
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
事
業
に
対
し
て
、
１
事
業
に
つ
き
20
万

円
を
上
限
に
、
年
１
０
０
万
円
の
範
囲
内

で
交
付
し
ま
す
。

　
複
数
の
地
域
振
興
協
議
会
に
地
域
が
ま

た
が
る
よ
う
な
広
域
的
に
展
開
す
る
事
業

や
、
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
て
行
う
よ

う
な
事
業
な
ど
が
、
交
付
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
対
象
経
費
に
つ
い
て
も
、
表
３
に
掲
げ

た
一
般
事
業
の
も
の
と
基
本
的
に
同
様
で

す
が
、
複
数
の
団
体
で
実
施
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
備
品
に
つ
い
て
は
対
象

と
し
ま
せ
ん
。

【特集】新たな地域「自治」の基盤・コミュニティセンター
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永井秀昭選　
　手   感動をありがとう

　

田
山
出
身
の
永
井
秀
昭
さ
ん

（
30
）＝
岐
阜
日
野
自
動
車
㈱
＝

が
、
ソ
チ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２

０
１
４
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
日
本

代
表
と
し
て
、
２
月
12
日
の
ノ
ー

マ
ル
ヒ
ル（
Ｎ
Ｈ
）個
人
、
18
日
の

ラ
ー
ジ
ヒ
ル（
Ｌ
Ｈ
）個
人
、
20
日

の
Ｌ
Ｈ
団
体
の
３
種
目
全
て
に
出

場
し
ま
し
た
。

　
市
は
、
永
井
選
手
の
出
場
に
合

わ
せ
、
安
代
総
合
支
所
会
議
室
を

会
場
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ

ン
グ（
観
戦
会
、
以
下
Ｐ
Ｖ
）を
実

施
。
Ｎ
Ｈ
個
人
の
Ｐ
Ｖ
に
は
、
秀

昭
さ
ん
の
母
・
綾
子
さ
ん
や
兄
・

陽
一
さ
ん
、弟
・
健
弘
さ
ん
、妻
・

亜
弥
さ
ん
、
長
女
・
結ゆ
う
み望

ち
ゃ
ん

ら
家
族
が
駆
け
つ
け
、
競
技
に
臨

む
永
井
選
手
を
見
守
り
ま
し
た
。

　
メ
ダ
ル
獲
得
の
可
能
性
が
高
い

と
言
わ
れ
た
Ｌ
Ｈ
団
体
の
Ｐ
Ｖ
に

は
、
３
日
間
で
最
も
多
い
約
80
人

の
市
民
ら
が
来
場
。
会
場
に
集
ま

っ
た
関
係
者
や
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
、
永
井
選
手
と
日
本
チ
ー
ム
に

大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
５
位
入
賞
で
、
メ
ダ
ル

獲
得
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
競
技
を
全
力
で
戦
い
抜
い
た

永
井
選
手
に
向
け
、同
級
生
ら
が
、

「
サ
ン
キ
ュ
ー
ひ
で
ち
ゃ
ん
」と
、

エ
ー
ル
。
Ｐ
Ｖ
参
加
者
全
員
が
、、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通
じ
て
感
動
を

与
え
て
く
れ
た
永
井
選
手
の
健
闘

を
た
た
え
、
感
謝
の
気
持
ち
を
声

に
し
ま
し
た
。

❷

❸

❻

❼

ソ
チ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

２
０
１
４
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❶＿ラージヒル団体の前半飛躍で永井選手が飛距離を伸ばすと会
場が大いに盛り上がりました【2月20日】

❷＿同級生から永井選手へ感謝のエールが送られました【2月20日】
❸＿団体の５位入賞を祝い、くす玉が割られました
❹＿田山地区の有志の皆さんから郷土料理「みそ付けたんぽ」（写真

右上）が振る舞われました【2月20日】
❺＿永井選手を応援するため寄せ書きの旗を持ち集まった安代中

学校生徒の皆さん【2月20日】
❻＿パブリックビューイングに駆け付け歓声を上げる（左から）

弟・健弘さん、兄・陽一さん、妻・亜弥さんと膝の上の長女・
結望ちゃん【2月12日】

❼＿手作りの応援ボードを持ち寄る方の姿も見られました【2月18日】

永井秀昭選　
　手   感動をありがとう

■ソチ冬季オリンピック2014　ノルディック複合
永井秀昭選手の成績

ラウンド 順 位 記　録 備　考

個
人

ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル

ジャンプ 14位 119.6点
（97㍍）

１位とのタイム差
＋48秒

クロスカント
リー（10㌔） 30位 24分42秒1

総合順位 22位 25分30秒1

ラ
ー
ジ
ヒ
ル

ジャンプ 27位 99.3点
（119㍍）

１位とのタイム差
＋１分59秒

クロスカント
リー（10㌔） 23位 23分11秒7

総合順位 26位 25分10秒7

団
体

ラ
ー
ジ
ヒ
ル

ジャンプ ３組目
６位

108.2点
（123.5㍍）

日本チーム合計
433.3点（６位）

クロスカント
リー（５㌔）

１走目
６位 12分00秒5 チーム順位を５位

に上げる
総合順位 ５位 48分30秒6

※団体の順位、成績は同じ組などでの順位

❶

❹

❺
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ＮＥＷＳ＆ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

西
根
第
一
中
学
校
相
撲
部
が

県
の「
は
ば
た
き
賞
」を
受
賞

ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
文
化
活
動
や
ス

ポ
ー
ツ
で
優
れ
た
成
績
を
残
し
た

個
人
や
団
体
を
た
た
え
る
も
の

で
、
県
内
の
14
人
、
７
団
体
が
受

賞
し
ま
し
た
。
17
日
に
は
、
学
校

関
係
者
と
主
将
を
務
め
た
松
浦
裕

表彰状とトロフィーを
手にする松浦裕介君

　
県
教
育
委
員
会
の
平
成
25
年
度

第
２
回
児
童
生
徒
表
彰（
は
ば
た

き
賞
）の
表
彰
式
が
２
月
12
日
、盛

岡
地
区
合
同
庁
舎
で
行
わ
れ
、
昨

年
、
全
国
中
学
校
体
育
大
会
で
団

体
準
優
勝
の
成
績
を
収
め
た
西
根

第
一
中
学
校
相
撲
部
が
表
彰
さ
れ

介
君
（
３
年
）が
市
役

所
を
訪
れ
、
田
村
正
彦

市
長
と
遠
藤
健
悦
教
育

長
に
受
賞
を
報
告
。
松

浦
君
は
、「
い
わ
て
国

体
相
撲
競
技
で
は
、
優

勝
を
目
指
し
た
い
で

す
」と
、
今
後
の
活
躍

を
誓
い
ま
し
た
。

　
25
年
度
市
健
康

づ
く
り
推
進
大
会

が
２
月
23
日
、
西

根
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
約
２

８
０
人
が
参
加
。

食
と
環
境
教
育
ア

小
山
田
セ
ツ
子（
川
原
１
区
）、石
井
エ
イ（
石

名
坂
１
区
）、
三
浦
テ
ル
エ（
同
）

◎
３
歳
児
む
し
歯
の
な
い
母
と
子

宮
崎
亜
由
美（
母
）、
羚（
子
）

◎
25
年
度
歯
・
口
の
健
康
に
関
す
る
図
画
・

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

■
県
歯
科
医
師
会
表
彰
▼
図
画
の
部　
髙
橋

健
太（
平
舘
小
２
年
）

■
岩
手
八
幡
平
歯
科
医
師
会
表
彰
▼
図
画
の

部　
佐
々
木
杏
優（
松
野
小
１
年
）、
柴
崎
光

祈（
柏
台
小
２
年
）、中
軽
米
拓
人（
寄
木
小
１

年
）、日
戸
唯
斗（
大
更
小
２
年
）、佐
藤
茶
芽

（
平
笠
小
１
年
）、安
ヶ
平
茉
利
愛（
田
頭
小
２

年
）、
田
村
椛（
寺
田
小
１
年
）
▼
標
語
の
部　

『
白
い
歯
は　
ぼ
く
の
健
康　
さ
さ
え
て
る
』

中
村
祐
大（
寺
田
小
６
年
）

表
彰

8020運動を達成し表彰式に出席した皆さんと「３歳児む
し歯のない母と子」で表彰された宮崎さん親子（前列中央）

ド
バ
イ
ザ
ー
の
中
尾
卓
嗣
氏
が
、『「
食
で
育

む
心
と
体
」
～
何
を
食
べ 

ど
う
生
き 

何
を

残
し
ま
す
か
？
～
』と
題
し
、地
域
や
風
土
に

合
っ
た
伝
統
的
な
食
事
の
重
要
性
、
次
世
代

に
伝
え
る
必
要
性
に
つ
い
て
、
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
て
、
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
で
は
、
歯
の
健
康
を
維
持
し

て
い
る
高
齢
者
の
方
々
や
親
子
、
歯
・
口
の

健
康
に
関
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
に
、

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
、次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

◎
25
年
度
８
０
２
０
運
動
達
成
者（
80
歳
以

上
で
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方
）

竹
田
隆（
駅
前
一
区
）、
武
田
キ
ツ
エ（
山
子

沢
）、
佐
々
木
ス
ミ（
渋
川
）、
佐
々
木
安
身

（
両
沼
）、
工
藤
シ
ノ
ブ（
間
羽
松
）、
小
笠
原

洋
子（
町
組
）、
遠
藤
杏
子（
同
）、
武
田
申
松

（
大
久
保
）、
小
野
寺
三
郎（
川
原
目
）、
小
野

寺
孝（
荒
木
田
）、
高
橋
ミ
ト（
上
村
）、
工
藤

吉
信（
森
子
）、
高
橋
吉
哉（
鹿
野
）、
伊
藤
義

美（
金
沢
）、
阿
部
島
年
夫（
温
泉
郷
）、
大
森

和
男（
新
町
６
区
）、
羽
澤
定
夫（
目
名
市
）、

会場には多くの人が
詰めかけました

食について深く考える機会になりました
　市健康づくり推進大会を開催

■
市
役
所
人
事

◇
異
動
▽
あ
し
ろ
保
育
所
副
所

長
兼
主
任
保
育
士
兼
あ
し
ろ
保

育
所
畑
分
園
副
分
園
長
兼
主
任

保
育
士　

大
森
玲
子（
異
動
前

＝
あ
し
ろ
保
育
所
副
所
長
兼
主

任
保
育
士
）　

※
平
成
26
年
２

月
１
日
付

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
平
舘
公

民
館
主
査
兼
平
舘
体
育
館
主
査　

村
井
伸
地（
異
動
前
＝
建
設
部

建
設
課
主
査
）　

※
平
成
26
年

２
月
１
日
付

◇
新
採
用
▽
総
務
課
主
事
補　

小
林
柚
香　
※
平
成
26
年
３
月

１
日
付
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25
年
度
市
教
育
振
興
推
進
運
動
大
会
を
開
催

　
　

各
実
践
区
で
の
成
果
を
確
か
め
合
う

　
2
月
15
日
、
安
代
小
学
校
体
育

館
で
、
25
年
度
市
教
育
振
興
運
動

推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
や

関
係
者
ら
約
２
２
０
人
が
出
席
。

開
会
行
事
後
、
平
舘
高
校
の
生
徒

会
と
家
庭
ク
ラ
ブ
役
員
の
皆
さ
ん

が
、
学
校
紹
介
や
家
庭
ク
ラ
ブ
の

活
動
状
況
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
平
舘
高
校
の
発
表
に
続
き
、
田

頭
、
松
野
の
２
実
践
区
が
、
今
年

度
行
っ
た
教
育
振
興
活
動
を
紹

介
。
活
動
を
通
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

発
見
が
あ
っ
た
こ
と
、地
域
や
小・

中
学
校
と
連
携
し
、
充
実
し
た
活

動
が
展
開
で
き
た
こ
と
な
ど
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。　

　
閉
会
行
事
で
は
、
盛
岡
教
育
事

務
所
の
岩
渕
忠
徳
社
会
教
育
主
事

が
、「
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に

関
わ
り
、
実
践
区
の
取
り
組
み
や

成
果
を
確
認
し
合
う
素
晴
ら
し
い

大
会
で
し
た
。
今
後
も
継
続
し
て

く
だ
さ
い
」と
、
講
評
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
で
は
、
今
年
度
活

躍
し
た
市
内
の
児
童
・
生
徒
の
表

彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す

（
敬
称
略
）。

◎
市
教
育
委
員
会
児
童
生
徒
表
彰

【
文
化
部
門
】　
❖
団
体　
西
根
中

学
校
吹
奏
楽
部

【
ス
ポ
ー
ツ
部
門
】　
❖
個
人　
髙

橋
優
実（
寄
木
小
６
年
）、
阿
部
虎

大（
大
更
小
５
年
）、長
内
龍（
西
根

第
一
中
１
年
）、
松
浦
和
啓（
西
根

第
一
中
１
年
）、
津
志
田
亜
睦（
西

根
第
一
中
２
年
）、
吉
田
皇（
西
根

中
３
年
）、
工
藤
颯
悠（
安
代
中
３

年
）
❖
団
体　
大
更
小
学
校
相
撲

部
、
西
根
第
一
中
学
校
相
撲
部
、

西
根
中
学
校
特
設
相
撲
部

市教育委員会児童生徒表彰を
受賞した皆さん

各実践区での教育
振興活動の内容が
発表されました

昨年開催した子ど
もフェスティバル
を写真付きで紹介

25
　
　

年度末の手続きにご利用ください　休日臨時開庁などを実施
　市は、転入や転出などが多くなる年
度末に合わせ、休日臨時開庁と平日臨
時窓口延長を次のとおり実施します。
平日の開庁時間に手続きが行えない人
は、ぜひご利用ください。
■休日臨時開庁日時　３月23日㈰・
29日㈯・30日㈰、午前８時半から午後
５時15分まで
■臨時窓口延長日時　３月24日㈪、午
後７時まで
■開庁場所　市役所１階市民課（松尾・
安代両総合支所では実施しません）
　なお、毎週水曜日は、午後７時まで
本庁舎の窓口延長も行っていますの
で、こちらもご利用ください。

■休日臨時開庁で取り扱う業務と担当係

取り扱い業務内容 担当係

▶転入・転出などによる住民異動届の
受け付け

▶戸籍謄抄本、住民票の写し、印鑑証
明書の交付

▶印鑑登録および登録廃止の手続き
▶所得証明書および納税証明書の交付

市民課
戸籍住民係
内線1126～1128

▶国民健康保険の手続き
▶国民年金の手続き
▶後期高齢者医療保険の手続き
▶乳幼児など医療費助成の手続き

市民課
国保年金係
内線1132～1136

　各種手続きの内容については、上の表の担当係までお問い合
わせください。

11



各課からのHOT LINE

１
．
う
つ
病
の
症
状
に
気
を
付
け
る

（
気
分
が
沈
む
、
自
分
を
責
め
る
、

仕
事
の
能
率
が
落
ち
る
、
決
断
で

き
な
い
、
不
眠
が
続
く
）。

２
．
原
因
不
明
の
身
体
の
不
調
が
続

く
。

３
．
酒
量
が
増
す
。

４
．
安
全
や
健
康
が
保
て
な
い
。

　
国
で
は
、
例
年
、
月
別
自
殺
者
数
の
最

も
多
い
３
月
を『
自
殺
対
策
強
化
月
間
』と

定
め
、重
点
的
に
広
報
活
動
を
行
う
な
ど
、

予
防
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

《
市
の
取
り
組
み
》

■
自
殺
予
防
普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
市
は
、
市
保
健
推
進
員
協
議
会
の
協
力

の
下
、
９
月
の
県
自
殺
防
止
月
間
と
３
月

の
自
殺
対
策
強
化
月
間
に
、
市
内
店
舗
な

ど
で
呼
び
掛
け
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修

　
昨
年
11
月
８
日
、
市
保
健
推
進
員
を
対

象
に
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修
を
実

施
。
悩
み
を
持
つ
人
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

の
２
役
を
演
じ
、
声
の
掛
け
方
や
話
の
聴

き
方
を
学
び
ま
し
た
。

　
研
修
を
受
け
た
保
健
推
進
員
か
ら
は
、

『
つ
い
つ
い
叱し

っ
た咤
激
励
し
て
し
ま
う
。話
を

最
後
ま
で
聞
い
て
あ
げ
れ
ば
い
い
ん
だ
け

れ
ど
、
腰
を
折
っ
て
し
ま
い
、
本
音
を
聞

き
出
せ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
』『
相
談
で
き

る
人
と
で
き
な
い
人
が
い
る
と
思
う
。
相

談
し
た
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
保
健
推
進

員
の
質
を
高
め
た
い
と
思
っ
た
』と
い
う

感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

《
自
殺
予
防
の
十
カ
条
》

　
次
に
示
す
サ
イ
ン
が
数
多
く
当
て
は
ま

る
場
合
は
、
そ
の
人
に
自
殺
の
危
険
が
迫

っ
て
い
ま
す
。
サ
イ
ン
に
気
付
い
た
ら
、

早
め
に
医
療
機
関
や
相
談
機
関
に
つ
な
げ

ま
し
ょ
う
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
？

　
悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、
声
を

掛
け
、
話
を
聴
い
て
、
必
要
な
支
援

に
つ
な
げ
、見
守
る
人
の
こ
と
で
す
。

■
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割

❶
気
づ
き
＝
家
族
や
仲
間
の
変
化
に

気
づ
い
て
、
声
を
掛
け
る

❷
傾
聴
＝
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重

し
、
耳
を
傾
け
る

❸
つ
な
ぎ
＝
早
め
に
相
談
す
る
よ
う

に
促
す

❹
見
守
り
＝
温
か
く
寄
り
添
い
な
が

ら
じ
っ
く
り
見
守
る

■
相
談
窓
口
の
電
話
番
号
や
受
付
時
間
な

ど（
年
末
年
始
と
祝
日
は
除
く
）

▼
市
役
所
健
康
福
祉
課（
☎
７
６・２
１
１

１
）
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８
時
半

か
ら
午
後
５
時
ま
で

▼
自
殺
予
防
電
話
相
談【
こ
こ
ろ
ほ
っ
と

ラ
イ
ン
】（
☎
０
８
０・６
０
１
２・５
５
６

０
）
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で

▼
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談【
県
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
】（
☎
０
５
７
０・０
６
４・５

５
６
）月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
半
ま
で

▼
盛
岡
い
の
ち
の
電
話（
☎
０
１
９・６
５

４・７
５
７
５
）月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
正

午
か
ら
午
後
９
時
ま
で
、
日
曜
日
の
正
午

か
ら
午
後
６
時
ま
で

９月の県自殺防止
月間での呼び掛け

昨年３月の自殺対策強化
月間で活動をＰＲ

市保健推進員のゲートキーパー研修

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

●
詳
し
く
は
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係（
☎
・
内
線
１
１
７
６
）

５
．
仕
事
の
負
担
が
急
に
増
え
る
、

大
き
な
失
敗
を
す
る
、職
を
失
う
。

６
．
職
場
や
家
庭
で
サ
ポ
ー
ト
が
得

ら
れ
な
い
。

７
．
本
人
に
と
っ
て
価
値
あ
る
も
の

（
職
、地
位
、家
族
、財
産
）を
失
う
。

８
．
重
症
の
身
体
の
病
気
に
か
か
る
。

９
．
自
殺
を
口
に
す
る
。

10
．
自
殺
未
遂
に
お
よ
ぶ
。

（
厚
生
労
働
省「
職
場
に
お
け
る
自
殺
の
予

防
と
対
応
」か
ら
）
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各課からのHOT LINE

市税などの納付案内を
26年度も継続して実施 ●詳しくは

　税務課収納管理係（☎・内線1256、 1257）

　市は、26年度も引き続き、「八幡平市税等納付案
内センター」を民間事業者に委託して行います。
　同センターは、市税などの納期限が過ぎても、
納付が確認できない方に対して、納付の勧奨や納
税相談案内などを行うことを目的としており、民
間のオペレーターが電話をお掛けします。
■対象となる税金など　市県民税、固定資産税、
軽自動車税、国民健康保険税、法人市民税、入湯
税、介護保険料、後期高齢者医療保険料、保育料、
市営住宅使用料、上下水道使用料、公共下水道事
業受益者負担金、特定環境保全公共下水道事業受
益者分担金、農業集落排水事業分担金、個別浄化
槽事業分担金、学校給食費
■時間　月曜から金曜日の午前10時15分から午
後７時まで。また、土・日曜日（１カ月に各１日、
計2日）の午前８時半から午後５時15分まで（年
末年始、祝日を除く）

地域包括支援センター
非常勤職員募集します

　市地域包括支援センターでは、次のとおり非常
勤職員を１人募集します。
■職種　介護支援専門員または看護師
■応募資格　介護支援専門員資格または看護師免
許を持っている方
■業務内容　ケアプラン作成、介護予防教室の運
動指導、健康相談など
■任用期間　平成26年４月１日から27年３月31
日まで（１年以内での任用）
■勤務日　月曜日から金曜日まで（週５日）
■勤務時間　午前９時15分から午後４時まで（勤
務時間５時間45分、休憩１時間）
■給与　月額143,700円　※通勤距離が2㌔以上
の場合は、通勤手当を別途支給
■勤務場所　市地域包括支援センター（市役所健
康福祉課内）
■応募方法　履歴書、登録申込書を同センターへ
郵送または直接提出してください。
■応募期限　３月20日㈭　※当日消印有効
　詳しくは、健康福祉課包括支援センター係（☎・
内線1184）まで。

▶▷▶　不審な電話にご注意を　◀◁◀
　「八幡平市税等納付案内センター」では、市税な
どの納期が過ぎていることをお知らせし、早期納
付のお願いを行うもので、こちらから口座を指定
して振り込みを指示するような案内はしません。
　もし、不審と思われる電話がありましたら、市
役所税務課へお問い合わせください。

郵便局・ゆうちょ銀行用納付書の発送
　市内在住の方で、近くに金融機関がないなど、
郵便局・ゆうちょ銀行から納付したい事情がある
際、ご連絡をいただければ、郵便局・ゆうちょ銀
行で納付ができる納付書をお送りします。
■対象となる税金　市県民税、固定資産税、軽自
動車税、国民健康保険税
　また、口座振替による納付もできます。口座振
替の手続きをすると、納め忘れもなく、便利にな
りますので、口座振替の手続きをお勧めします。

70歳を迎える方の一部
負担割合が変わります

　70歳から74歳の方が医療機関で支払う窓口負
担は、法律上2割となっていますが、現在、特例
措置によって１割負担となっています。
　この特例措置が、26年度から見直されることに
なり、窓口負担が2割となります。見直しに当た
っては、生活に大きな影響が生じることのないよ
う、下記のとおり実施します（現在、70、71、72、73、
74歳の方は、変更なし）。
■平成26年４月１日までに70歳の誕生日を迎え
る方＝４月以降の窓口負担は１割です。※１
■平成26年４月２日以降に70歳の誕生日を迎え
る方＝70歳の誕生月の翌月（ただし、各月１日が
誕生日の方はその月）の診療分から、窓口負担が２
割になります。※１
例：４月2日から５月１日までに70歳の誕生日を
迎える方は、５月の診療から2割負担
※１　一定の所得がある方は、３割負担
　なお、69歳までに比べて、毎月の負担上限額は
下がります。上限額を越えた医療費は、申請によ
って払い戻されます（高額療養費制度）。
　詳しくは、市民課国保年金係（☎・内線1135）まで。
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各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
敬
称
略
、
●
内
の
数
字
は
順
位
）

今シーズンも各スキー大会で陸上
自衛隊岩手駐屯地の皆さんからご
協力いただきました（矢神飛躍台）

◎
第
92
回
全
日
本
選
手
権
大
会
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ（
１
月
28

日
～
2
月
2
日
、
北
海
道
・
札
幌
市
宮

の
森
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
な
ど
）

【
男
子
】
◇
ラ
ー
ジ
ヒ
ル（
兼
第
55
回
Ｎ

Ｈ
Ｋ
杯
ジ
ャ
ン
プ
大
会
）　
❷
小
林
潤

志
郎（
東
海
大
学
４
年
、
松
尾
中
卒
）

【
女
子
】
◇
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル　
❶
小
林

諭
果（
早
稲
田
大
学
１
年
、
松
尾
中
卒
）

◎
第
26
回
Ｕ
Ｈ
Ｂ
杯
ジ
ャ
ン
プ
大
会

（
2
月
１
日
、
北
海
道
・
札
幌
市
大
倉

山
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
）

▽
男
子　
❶
小
林
潤
志
郎

◎
２
０
１
４
マ
ス
タ
ー
ズ
ス
キ
ー
雫
石

大
会
・
ア
ル
ペ
ン（
2
月
１
、
2
日
、

雫
石
町
・
岩
手
高
原
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
）

◇
大
回
転
第
１
戦
▽
Ａ（
男
子
30
～
59

歳
）　
❸
田
村
幸
男（
松
尾
協
会
）

◎
第
７
回
北
東
北
学
童
ジ
ャ
ン
プ
大
会

（
2
月
１
、
2
日
、
矢
神
飛
躍
台
）

◇
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ　
❸
畠
山
夢

叶（
安
代
小
５
年
）

◎
第
51
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

（
2
月
2
～
５
日
、
長
野
県
・
野
沢
温

泉
ス
キ
ー
場
ほ
か
）

【
男
子
】◇
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー　

❽
岩
手
県〔
高
橋
雅
矢（
松
尾
中
３
年
）

ほ
か
〕

◇
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合　
❼
工
藤
颯
悠

（
安
代
中
３
年
）

【
女
子
】◇
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー

❿
岩
手
県〔
山
本
千
紗（
松
尾
中
１
年
）

ほ
か
〕

◎
三
ケ
田
礼
一
杯
第
22
回
市
ジ
ュ
ニ
ア

ス
キ
ー
選
手
権
大
会
兼
第
19
回
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯
安
代
地
区
小
中
学
校
ス

キ
ー
大
会（
2
月
８
日
、
田
山
ス
キ
ー

場
な
ど
）

【
男
子
】
◇
大
回
転
▼
小
学
生
▽
１
年　

❶
中
軽
米
拓
人（
寄
木
小
）
❷
工
藤
琉

翔（
田
山
小
）
❸
三
浦
翔
琉（
田
山
小
）

▽
２
年　
❶
渡
辺
悠
飛（
寄
木
小
）
❷

北
口
遼（
安
代
小
）
❸
畠
山
結
樹（
安
代

小
）
▽
３
年　
❶
渡
辺
帆
天（
寄
木
小
）

❷
北
舘
遥
希（
安
代
小
）
❸
齊
藤
廉（
田

山
小
）
▽
４
年　
❶
山
本
友
大（
田
山

小
）
❷
山
本
唯
人（
田
山
小
）
❸
箱
﨑

塁（
安
代
小
）
▽
５
年　
❶
齊
藤
拓
真

（
田
山
小
）
❷
齊
藤
聡
真（
田
山
小
）
❸

羽
澤
琢
人（
安
代
小
）
▽
６
年　
❶
山

本
秀
星（
田
山
小
）
❷
齋
藤
慶
吾（
安
代

小
）
❸
村
上
陸
和（
安
代
小
）

▼
中
学
生
▽
１
部　
❶
村
上
海
都（
安

代
中
2
年
）
❷
矢
部
魁
一（
安
代
中
2

年
）
❸
工
藤
優
也（
安
代
中
１
年
）
▽

２
部　
❶
八
幡
龍
正（
安
代
中
2
年
）

❷
斎
藤
廉（
安
代
中
2
年
）
❸
北
口
絢

介（
安
代
中
１
年
）

◇
距
離
▼
小
学
生
１
㌔
▽
１
年　
❶
和

井
内
海
凪（
田
山
小
）
❷
遠
藤
優
希（
安

代
小
）
❸
八
幡
昴
星（
田
山
小
）
▽
２

年　
❶
橋
本
拓
樹（
安
代
小
）
❷
和
井

内
飛
沫（
田
山
小
）
❸
齋
藤
歩（
安
代

小
）
▼
小
学
生
２
㌔
▽
３
年　
❶
安
保

翔（
田
山
小
）
❷
工
藤
尚
紀（
安
代
小
）

❸
吉
田
翔
愛（
田
山
小
）
▽
４
年　
❶

成
田
健
太（
田
山
小
）
❷
阿
部
遼
大
朗

（
柏
台
小
）
❸
藤
澤
頌（
安
代
小
）
▼
小

学
生
２
・
５
㌔
▽
５
年　
❶
畠
山
夢
叶

❷
齋
藤
大
輝（
安
代
小
）
❸
橋
本
剛
士

（
安
代
小
）
▽
６
年　
❶
黒
澤
英
崇（
安

代
小
）
❷
吉
田
優
翔（
田
山
小
）
❸
小

林
龍
尚（
柏
台
小
）

▼
中
学
生
▽
１
部
５
㌔　
❶
山
本
竜

（
松
尾
中
2
年
）
❷
大
橋
永
遠（
松
尾
中

2
年
）
❸
髙
橋
求
夢（
松
尾
中
１
年
）

▽
２
部
２
・
５
㌔　
❶
畠
山
温
人（
安

代
中
１
年
）
❷
三
浦
涼（
安
代
中
2
年
）

❸
池
元
俊
輔（
安
代
中
2
年
）

◇
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ
▽
小
学
校
低

学
年　
❶
山
本
唯
人（
田
山
小
４
年
）

❷
工
藤
琉
翔
❸
吉
田
翔
愛
▽
小
学
校

５
・
６
年　
❶
小
林
龍
尚
❷
畠
山
夢
叶

❸
吉
田
優
翔

【
女
子
】
◇
大
回
転
▼
小
学
生
▽
１
年　

❶
藤
原
歩（
平
舘
小
）
❷
村
上
彩
央
菜

（
安
代
小
）
❸
佐
々
木
遥
生（
安
代
小
）

▽
２
年　
❶
山
本
遙（
田
山
小
）
❷
畠

山
若
葉（
安
代
小
）❸
木
元
葵（
田
山
小
）

▽
３
年　
❶
工
藤
瑞
歩（
安
代
小
）
❷

八
幡
優
那（
田
山
小
）
❸
瀬
川
美
羽（
大

更
小
）
▽
４
年　
❶
山
口
莉
永（
松
野

小
）
❷
畠
山
一
葉（
安
代
小
）
❸
森
風

姫
子（
松
野
小
）
▽
５
年
❶
佐
々
木
百

峰（
柏
台
小
）
❷
滝
川
瑠
夏（
寄
木
小
）

❸
北
口
舞
奈（
安
代
小
）
▽
６
年
❶
北

舘
雪
音（
安
代
小
）❷
関
旭
陽（
安
代
小
）

❸
関
花
菜
子（
安
代
小
）

▼
中
学
生
▽
１
部　
❶
宮
野
莉
胡（
安

代
中
１
年
）
❷
木
村
夏
海（
安
代
中
１
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年
）
▽
２
部　
❶
齋
藤
あ
か
り（
安
代

中
2
年
）
❷
種
市
莉
子（
安
代
中
2
年
）

❸
田
口
か
ん
な（
安
代
中
2
年
）

◇
距
離
▼
小
学
生
１
㌔
▽
１
年　
❶
吉

田
悠
愛（
田
山
小
）
❷
畠
山
夢
菜（
安
代

小
）
❸
立
花
佑
奈（
安
代
小
）
▽
２
年　

❶
齊
藤
り
ん（
田
山
小
）
❷
安
保
み
な

み（
田
山
小
）
❸
荒
川
依
舞（
安
代
小
）

▼
小
学
生
２
㌔
▽
３
年　
❶
種
市
ら
ん

（
安
代
小
）
❷
佐
々
木
莉
良（
柏
台
小
）

❸
金
澤
愛
理（
田
山
小
）
▽
４
年　
❶

齊
藤
さ
く
ら（
田
山
小
）
❷
川
又
花
菜

（
田
山
小
）
❸
盛
内
美
優（
安
代
小
）
▼

小
学
生
２
・
５
㌔
▽
５
年　
❶
山
本
鈴

華（
安
代
小
）
❷
荒
川
瞳
愛（
安
代
小
）

❸
宮
野
莉
央
奈（
大
更
小
）
▽
６
年　

❶
関
柚
月（
田
山
小
）
❷
山
本
七
星（
田

山
小
）
❸
森
冬
姫
子（
松
野
小
）

▼
中
学
生
２
・
５
㌔
▽
１
部　
❶
滝
沢

日
菜（
安
代
中
１
年
）
❷
齋
藤
彩
花（
安

代
中
2
年
）
❸
佐
藤
優
有（
安
代
中
2

年
）
▽
２
部　
❶
種
市
葵（
安
代
中
2

年
）
❷
盛
内
蒼
良（
安
代
中
2
年
）
❸

藤
村
咲
来（
安
代
中
2
年
）

◇
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ
▽
小
学
校
低

学
年　
❶
森
風
姫
子
▽
小
学
校
５
・
６

年　
❶
関
柚
月

【
男
女
混
合
】
◇
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

リ
レ
ー
４×

１
㌔　
❶
田
山
小
Ａ〔
関

柚
月
、
成
田
健
太
、
山
本
七
星
、
吉
田

優
翔
〕
❷
柏
台
小
Ａ〔
小
林
龍
尚
、
工

藤
果
乃（
６
年
）、
村
上
真
那（
６
年
）、

佐
々
木
大
雅（
５
年
）〕❸
安
代
小
Ｂ〔
山

本
鈴
華（
５
年
）、
種
市
ら
ん
、
齋
藤
大

輝
、
畠
山
夢
叶
〕

◎
第
63
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

（
2
月
４
～
８
日
、
福
島
県
・
猪
苗
代

ス
キ
ー
場
ほ
か
）

【
男
子
】
◇
ジ
ャ
ン
プ　
❺
小
林
陵
侑

（
盛
岡
中
央
高
校
2
年
、
松
尾
中
卒
）

【
女
子
】
◇
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
▽
５

㌔
フ
リ
ー　
❾
山
本
希
歩（
盛
岡
南
高

校
１
年
、
安
代
中
卒
）

◎
第
36
回
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
キ
ー

大
会（
2
月
11
日
、
田
山
ス
キ
ー
場
ほ

か
）

【
男
子
】
◇
大
回
転
▽
小
学
生　
❷
山

本
秀
星（
田
山
）
❸
畠
山
陸
翔（
安
代
）

▽
中
学
生　
❶
畠
山
大
晟（
松
尾
ジ
ュ

ニ
ア
ス
キ
ー
）❸
杣
澤
周
平（
松
尾
ジ
ュ

ニ
ア
ス
キ
ー
）

◇
距
離
▽
小
学
生　
❷
畠
山
夢
叶（
安

代
）
▽
中
学
生　
❷
齊
藤
豊（
安
代
中

ス
キ
ー
）
❸
工
藤
龍
哉（
安
代
中
ス

キ
ー
）

◇
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ
小
学
生　
❶

小
林
龍
尚（
柏
台
）
❸
畠
山
夢
叶

【
女
子
】
◇
大
回
転
▽
小
学
生　
❸
北

舘
雪
音（
安
代
）
▽
中
学
生　
❶
宮
野

莉
胡（
安
代
中
ス
キ
ー
）
❷
田
村
柚
月

フ
リ
ー　
❽
高
橋
涼（
東
京
農
業
大
学

４
年
、
松
尾
中
卒
）
▽
リ
レ
ー
10
㌔×

４　
❷
東
京
農
業
大
学（
高
橋
涼
ほ
か
）

◇
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ
▽
男
子
１
部　

❷
小
林
潤
志
郎

【
女
子
】
◇
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ
▽

女
子
１
部　
❷
小
林
諭
果

◎
第
69
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス

キ
ー
競
技
会（
2
月
21
～
24
日
、
山
形

県
・
蔵
王
温
泉
ス
キ
ー
場
ほ
か
）

【
男
子
】
◇
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ
▽

少
年
男
子　
❷
小
林
陵
侑
▽
成
年
男
子

Ａ　
❷
小
林
潤
志
郎
❽
永
井
健
弘（
盛

岡
市
役
所
、
田
山
中
卒
）

◇
複
合
▽
少
年
男
子　
❶
小
林
陵
侑
▽

成
年
男
子
Ａ　
❸
永
井
健
弘
▽
成
年
男

子
Ｂ　
❸
永
井
陽
一（
安
代
中
教
諭
、

田
山
中
卒
）

【
女
子
】
◇
距
離
リ
レ
ー　
❽
岩
手
県

〔
山
本
希
歩
、
土
屋
正
恵（
盛
岡
南
高
校

2
年
）〕

（
松
尾
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
）
❸
山
崎
明

日
美（
松
尾
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
）

◇
距
離
▽
小
学
生　
❷
関
柚
月（
田
山

ス
ポ
少
）
▽
中
学
生　
❶
滝
沢
日
菜

（
安
代
中
ス
キ
ー
）
❷
齋
藤
彩
花（
安
代

中
ス
キ
ー
）
❸
佐
藤
優
有（
安
代
中
ス

キ
ー
）

◎
第
26
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー

大
会
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
種
目（
2
月
12
～

15
日
、
長
野
県
・
野
沢
温
泉
シ
ャ
ン

ツ
ェ
ほ
か
）

【
男
子
】
◇
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ　

❸
小
林
陵
侑

◇
複
合　
❷
小
林
陵
侑

◎
第
36
回
東
北
高
等
学
校
ス
キ
ー
選
手

権
大
会
兼
２
０
１
４
あ
じ
ゃ
ら
カ
ッ
プ

ス
キ
ー
大
会（
2
月
14
～
16
日
、
青
森

県
・
大
鰐
温
泉
ス
キ
ー
場
）

【
男
子
】
◇
大
回
転　
❶
小
松
悠
平（
平

舘
高
校
３
年
）

◇
回
転　
❸
小
松
悠
平

【
女
子
】
◇
大
回
転　
❺
畠
山
睦
美（
平

舘
高
校
2
年
）
❻
浅
水
洸
佳（
平
舘
高

校
３
年
）

◇
回
転　
❷
畠
山
睦
美

◎
秩
父
宮
杯
・
秩
父
宮
妃
杯
・
寛
仁
親

王
杯
第
87
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手

権
大
会（
2
月
15
～
20
日
、
雫
石
町
・

雫
石
ス
キ
ー
場
ほ
か
）

【
男
子
】
◇
距
離
▼
男
子
１
部
▽
10
㌔

山形冬季国体複合競技で
優勝した小林陵侑君
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1213まで。

子どもをそりに乗せ雪上を一生懸命走りました

大更小学校ブラスバンド部がメモ
リーズコンサートを開催（２月22
日、大更小学校体育館）

市西根地区芸能まつりで平笠田
植え踊りを披露（２月２日、西根
地区市民センター）

雪の滑り台を楽しむ
子どもたち

体験談聞き意識高める
市ボランティアの集い

　市ボランティアの集いが2月７日、市総合福祉セ
ンターで開催されました。
　当日は、市民の皆さんや関係者ら約250人が参加。
盛岡市と雫石町の各社会福祉協議会職員と平舘高校
の竹田千晶さん（３年）が、昨年８、９月の大雨・台
風被害に遭った際のボランティア活動について講演
しました。参加者は、災害時の一人一人の役割や協
力体制、直面した課題についての体験談に、熱心に
耳を傾けていました。

冬ならではの遊び満喫
八幡平・安比ゆきフェスティバル

　八幡平・安比ゆきフェスティバルのメーンイベン
トが2月15、16の両日、さくら公園で開かれました。
　15日には、「親子でスノーカーニバル」を開催。
雪玉で的を倒してからゴールを目指す競争や子ども
を乗せたそりを親が引くレースなどが行われ、参加
者は大いに盛り上がりました。2日間を通して会場
は、雪の滑り台で遊ぶ子どもたちや、アニメキャラ
クターなどの雪像前で記念撮影する人など、多くの
家族連れでにぎわいを見せていました。

スライドで被災時のボランティア活動を紹介

雪だるまコンテストの作品

市ジュニアスキー選手権大会で安
代小学校６年の齋藤慶吾君が選手
宣誓（日程、成績などは14、15㌻）
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岩手大学地域連携フォーラムで
25年度の活動を報告（２月26日、
西根地区市民センター）

菅野正孝事務局長と児童が役になりきり実演

私は絶対にやりません
平舘小学校薬物乱用防止教室

　平舘小学校薬物乱用防止教室（西根ライオンズク
ラブ主催）が2月７日に行われ、５・６年生39人が
薬物などの危険性について学びました。
　防止教室では、岩手県警察スクールサポーターの
下村進氏が、「薬物などは自らやろうとする人より、
誘われて始める人がほとんど。いかに断るかが大事
です」と講演。同クラブの菅野正孝事務局長と児童
が、「もし、お酒を勧められたら」という設定で役を
演じ、疑似体験をしながら断り方を学習しました。

冬の岩手山で救助訓練
八幡平遭難対策委員会捜索救助隊厳冬期訓練

　八幡平遭難対策委員会捜索救助隊の厳冬期遭難救
助訓練が2月１、2の両日、岩手山で行われました。
　訓練は、厳冬期の高所山岳遭難事故に備え、髙橋
時夫隊長ら10人が参加。滝沢市の岩手山馬返し登山
口を出発し、８合目避難小屋で１泊、山頂から焼走
り登山口までのコースをたどりました。山頂付近で
は、風速26㍍に見舞われ視界不良になるなど、厳し
い訓練となりましたが、隊員は、体力と救助技術の
向上、知識の習得など、さまざまな経験を積みました。

ふるさとの未来考える
松尾中学校で田村正彦市長が講演

　2月３日、松尾中学校で、田村正彦市長が「八幡
平市の未来を担う君たちへ」と題し、全校生徒に講
演を行いました。
　この講演は、ふるさとの文化や産業を学ぶ同校の

『「農
みのり

と輝
ひかり

の大地」学習推進プロジェクト』の一環とし
て実施。田村市長は、「市の発展には、君たちの若
い力が必要です」と、生徒に期待を込めて講演しま
した。中央執行委員長の澤柊汰君（2年）は、「市を
担っていけるよう頑張りたい」と、力強く語りました。

吹雪の中、歩みを進める隊員（写真：救助隊提供）

田村正彦市長の講演を真剣に聞く松尾中生徒

西根中学校３年の吉田皇君が相撲
大会「白鵬杯」での３位入賞を田村
正彦市長に報告（２月４日、市役所）
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保健のひろば
☎・内線1173　地域福祉課健康推進係

ささえあいの輪
☎・内線1167　地域福祉課障がい福祉係

　市内には、就労継続支援B型事業所（※）が３カ
所あります。それぞれの事業所で行われている作
業内容と、作品などの紹介をします。
■ポパイの家（大更39-139、☎75-2295）
▶作業内容　除雪などの作業、農産物や手芸作品
の作成と販売など

▪
予
防
接
種
が
大
事
な
訳

　
予
防
接
種
は
、
免
疫
力
を
つ
け
、

感
染
症
を
予
防
し
、
子
ど
も
の
健
康

と
命
を
守
る
た
め
に
行
う
も
の
で
、

対
象
の
病
気
、
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
、

回
数
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
定
め
ら
れ
た
接
種
間
隔
で

必
要
な
回
数
を
接
種
し
な
い
と
免
疫

力
が
上
が
り
ま
せ
ん
。
予
防
接
種
に

よ
っ
て
は
、
小
学
校
に
入
っ
て
か
ら

追
加
で
接
種
す
る
も
の
が
あ
り
、
そ

の
際
、
乳
幼
児
時
期
の
接
種
回
数
に

不
足
が
あ
る
と
、
免
疫
の
効
果
が
期

待
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
予
防
接
種
は
、
対
象
年
齢
の
う
ち

に
、
体
調
の
良
い
時
を
選
ん
で
接
種

し
ま
し
ょ
う
。

▪
第
2
期
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接

種
と
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
予
防
接
種

　
こ
の
２
種
類
の
予
防
接
種
の
対
象

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　
第
2
期
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接

種（
Ｄ
Ｔ
）は
、
乳
幼
児
時
期
に
行
う

三
種
混
合
予
防
接
種
が
き
ち
ん
と
接

種
さ
れ
て
い
な
い
と
、
接
種
し
て
も

効
果
が
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
接
種
回

数
や
間
隔
な
ど
に
つ
い
て
気
に
な
る

こ
と
が
あ
る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▪
日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
特
例

　
平
成
17
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の

間
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
に
つ
い

て
は
、
積
極
的
な
勧
奨
を
差
し
控
え

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
通
常
ど
お

り
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
時
期
に
接
種
機
会
を
逃
し
た

子
ど
も
の
保
護
者
に
は
、
特
例
措
置

と
し
て
接
種
勧
奨
を
個
別
に
通
知
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
接
種
が
終
わ
っ
て

い
な
い
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
早
め

■ワークサポート蓮華（田頭8-139-2、☎68-7821）
▶作業内容　弱電部品の検査、組み立てなど
■そよかぜの家（野駄14-32、☎75-2878、パン工
房：野駄28-8-4、☎74-3221）
▶作業内容　手芸作品の
作成と販売、パン作りと
販売など

　『そよかぜの家』と『ポパイの家』の作品は、「道
の駅にしね」や「松ちゃん市場」などの産直で購入
することができます。心を込めた作品をお手に
取ってみてください。
※就労継続支援Ｂ型事業所＝障がいを持つ方に、
生産活動などの機会の提供や就労に必要な知識や
訓練、その他の必要な支援を行う事業所

予
防
接
種
を
忘
れ
ず
に
受
け
よ
う

に
な
る
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
に
は
、
通
知
を
し
て

い
ま
す（
こ
れ
ら
の
予
防

接
種
は
、
26
年
３
月
31
日

ま
で
に
接
種
し
て
く
だ
さ

い
）。
免
疫
力
を
強
化
す

る
上
で
も
大
事
な
予
防
接

種
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

に
接
種
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
接
種
状

況
に
よ
っ
て
接
種

方
法
が
違
い
ま
す

の
で
、詳
し
く
は
、

お
問
い
合
せ
願
い

ま
す
。

障害福祉サービス事業所の
作品などを購入しませんか

【左】巾着（450～550円）　【中】ティッシュケース（150円）
【右】アクリルたわし（150円）

米
粉
の
パ
ン
な
ど
を
販
売

手
芸
作
品
も
販
売
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活動を支えてくれる田山地区の皆さん

　下記のFacebookページでも、地
域おこし協力隊の活動などについ
て情報発信しています。こちらも
ぜひご覧ください。
https ://www .facebook .com/
Hachimantaishi.kyoryokutai/

市地域おこし協力隊の
Facebookページあります

来月号からコミセンの各種情報をお届け
　４月から「地域づくり活動を
行う場」として運営されるコミ
ュニティセンター（通称：コミセ
ン）については、2～７㌻で紹介
しました。
　今後、市民の皆さんが中心と
なり、地域を盛り上げる活動を
行うことになります。その内容
などを広くお知らせするため
に、広報はちまんたいの４月３

報告などを、各コミセン単位で連載すること
にしていますので、参加スケジュールをつく
るなど、皆さんの活動にお役立てください。

日号から、各コミセンの紹介を開始します。
　コミセンに移行する上での変更点や活動内
容など、幅広く取り扱います。事業の予定や

講演などの文化活動も紹介
（昨年のてらだ公民館まつり）

コミセンでスポーツに取り
組もう（大更コミセン）

ら“
集
ま
る
場
所
”が
欲
し
い
と
い

う
声
を
多
く
聞
き
ま
し
た
。
地
域

の
食
を
味
わ
い
、
お
茶
が
で
き
る

場
所“
農C

afé

（
の
う
カ
フ
ェ
）”

を
地
域
の
方
々
と
運
営
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
活
動
の
目
標
は
さ
ま
ざ
ま
あ
り

ま
す
が
、
私
が
第
一
に
取
り
組
む

べ
き
こ
と
は
、「
八
幡
平
市
の
住
民

に
な
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
そ
の

名
前
か
ら
、何
か
大
義
を
背
負
い
、

そ
れ
を
成
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
、
よ
く
勘
違
い
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
一
人

が
地
域
に
増
え
た
と
こ
ろ
で
、
大

き
な
変
化
を
起
こ
す
こ
と
は
到
底

で
き
ま
せ
ん
。
私
が
で
き
る
地
域

お
こ
し
は
、
私
が
こ
こ
で
、
活
動

を
実
ら
せ
、
独
立
し
、
そ
れ
を
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
の
本
当
の
ス
タ
ー
ト
は
、
任

期
が
終
わ
る
３
年
後
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
こ
の
場
所
で

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
着

任
以
来
、
私
が
主
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
は
、「
地
域
特
産
品
開
発
」

「
国
際
交
流
」「
公
民
館
事
業
」な
ど

で
す
。
ま
た
、「
七
時
雨
マ
ウ
ン
テ

ン
ト
レ
イ
ル
フ
ェ
ス
」の
実
行
委

員
会
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
春
先
か
ら
は
、
自
然
農
法
に
よ

る
農
作
物
の
栽
培
、
地
域
の
郷
土

料
理
で
あ
る「
み
そ
付
け
た
ん
ぽ
」

の
販
売
・
振
興
を
、
軽
ト
ラ
市
な

ど
を
通
じ
て
行
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
田
山
地
区
の
皆
さ
ん
か

自
立
す
る
こ
と
を
活
動
の
最
優
先

事
項
に
据
え
て
、
活
動
を
展
開
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
活
動
の
実
現
に
は
、
多
く
の
壁

が
あ
る
こ
と
も
覚
悟
し
て
い
ま
す

が
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
活
動
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
ま
た
、
広
報
は
ち
ま
ん
た
い
４

月
３
日
号
か
ら
毎
月
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
活
動
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
11
月
１
日
か
ら
、
市
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
活
動
す
る
安

原
直
史
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
と

今
後
の
目
標
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り 

〔
１
〕
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　2月に開催した巡回展は、皆さんに好評いただ
きました。会場へお越しいただいた皆様ありがと
うございます。博物館では、まだまだおひなさま
展を開催中です。７段飾りの前で写真を撮りま
しょう。皆さまのお越しをお待ちしています。
■開催期間　３月20日㈭まで

　今年度も博物館の事業にご支援ありがとうございまし
た。来年度も博物館事業にご理解・ご協力をよろしくお
願いします。

　2月９日と16日の2日間、三歳児図書館ふれあい
事業を開催しました。2日間で４回開いたお話し会
には、３歳の子どもを含む64人が参加しました。

　博物館では、寄贈いただいた貴重な資料を、市
民の皆さまにご覧いただく機会として「新収蔵品
展」の開催を予定しています。
　今回展示する資料は、平成24年から25年までの
間に、新たに収集した資料の一部を展示します。
詳細は、後ほどお知らせします。

　「八幡平市」をテーマにした写真展の開催を予定
しており、その展示作品を募集します。皆さんの
素敵な写真の応募をお待ちしています。
●応募期間　３月25日㈫から４月11日㈮まで
●応募内容　市に関連した自然・歴史・人々など
　応募方法は、博物館ホームページまたは直接電
話で問い合わせください。

25年度一番読まれた本決定25年度一番読まれた本決定25年度一番読まれた本決定

春から企画がめじろ押し‼春から企画がめじろ押し‼春から企画がめじろ押し‼

　３歳児に絵本を読み聞かせ

　 ９ 日 に 行 わ れ
た、附田清子さん

（盛岡誠桜高等学
校保育士専攻科）
による親子お話し
会では、絵本の読
み聞かせのほか、
エプロンシアター
や ペ ー プ サ ー ト

　平成25年度に市立図書館で最も多く読まれた本
（ベストリーダー）が決まりました。

（紙人形劇）が披露され、子どもも大人も絵本の世
界に引き込まれました。最後に、３歳の子どもた
ちには１冊ずつ絵本が手渡され、図書館や本と親
しむきっかけができました。

『祈りの幕が下りる時』
著者：東野圭吾
出版：講談社

バムとケロのおかいもの
著者：島田ゆか
出版：文溪堂

一
般

❶ 祈りの幕が下りる時／東野圭吾
たからもの／北原亞以子

❸ ホテルローヤル／桜木紫乃
児
童
書・絵
本

❶ バムとケロのおかいもの／島田ゆか

❷
異常気象のサバイバル２／ゴムドリco.ほか
ノラネコぐんだんパンこうじょう／工藤ノリコ
ミッケ！６／ウォルター・ウィック

絵本の中から飛び出したおばけ

【一般】１位 【児童書・絵本】１位

「新収蔵品展」

「写真展 － 私の好きな八幡平市 －」

おひなさま展 ～ 春を感じて ～
春のトピック展 ２本立て＜予告＞

秋のはくぶつかん祭り
（昨年９月７・８日開催）

社会科見学で訪れた
田山小学校の皆さん

まだご覧になっていない方はぜひ！
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（１月届け出分）

№ 102

広報クイズ
３月６日号の問題

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています。（敬称略）

◎男の子

工藤　優
ゆ う と

登（大輔・悠／曲田横間）

吉田　大
や ま と

和（和志・ひとみ／南平笠）

工藤　匠
た く ま

馬（進悟・由季／北村）

◎女の子

木元　咲
さ く や

陽（政汰・穂香／苗石田）

矢幅　愛
あ み

望（祐佐・恵／両沼）

畠山　未
み れ な

彩（博光・麻実／大花森）

鈴木　結
ゆ い

衣（千春・愛／下町三区）

松浦　結
ゆい

（栄幸・純佳／中松尾）

田村　妃
ひ な の

乃（良・椿／下町一区）

吉川　心
こ こ は

葉（直也・瞳／両沼）

　高村　淳一　　／小福田

　松坂　志津子　／盛岡市

　杉本　航　　　／兄川

　鈴木　優　　　／駅前一区

　立花　友弥　　／五百森

　立花　静華　　／豊畑

　日戸　輝喜　　／渋川開拓

　佐々木　優　　／盛岡市

　佐々木　智史　／駅前二区

　髙橋　侑里　　／滝沢市

佐藤　喜代志　　95歳　畑１区

佐藤　重和　　　51歳　浅沢第１

戸張　やす　　　79歳　安比

加賀　榮　　　　87歳　南寄木

遠藤　絹枝　　　64歳　町組

伊藤　弘　　　　83歳　南寄木

齋藤　トミエ　　87歳　曲田横間

佐藤　愛藏　　　　　98歳　共新

澤口　オマ　　　91歳　南平笠

千葉　ヨコ　　　76歳　松川

川又　正三　　　78歳　松尾

田村　盛　　　　83歳　野駄

羽沢　利江　　　55歳　秋葉

田村　マユ　　　78歳　　畑

津志田　　長次郎　　90歳　　関口

田村　　幸雄　　　　　　63歳　　山後

武田　　要次郎　　　　92歳　　大石平

落安　七郎　　　77歳　　前森

伊　　　　和広　　　　　　63歳　　舘腰

松浦　　憲市　　　　　　87歳　　上野駄

髙橋　　ヨシ　　　88歳　　北村

工藤　　シマ　　　84歳　　松尾

遊坐　　栄一　　　　　　44歳　　上町

澤口　　政視　　　　　　81歳　　山後

■人口の動き【１月31日現在　（　）は前月比】 ■交通事故発生件数など　※累計は１月からの合計

地　　区 人 口 世 帯 数
西根地区 16,854（－18） 6,262（+4）
松尾地区 6,208（－9） 2,360（+7）
安代地区 4,934（－16） 1,876（－3）
合　　計 27,996（ー43） 10,498（

+

8）
男　　性 13,515（－25）
女　　性 14,481（－18）

出生 11 死亡 37
転入 35 転出 53

項　　目 1月 累 計
人身事故 2 2
物損事故 77 77
負 傷 者 3 3
死 者 ０ ０
飲酒運転 2 2
火 災 2 2
救 急 96 96

健やかに

お幸せに

（

（
（
（
（

　正解者の中から抽選で３人に500円分の図書カードをお贈りします。
◎�応募方法　はがき、ＦＡＸ、メールに「答え、住所、氏名（ふりがな）、年齢」を書いて
応募してください。答えのほかに、広報の感想や意見などを必ず書き添えてください。
紙面づくりの参考にさせていただきます。
◎�応募先　八幡平市役所「広報クイズ係」　☆はがき〒028-7192（住所不要）
　☆ＦＡＸ：�75-0469　
　☆メール：�koushitsu@city.hachimantai.lg.jp（タイトルに「広報クイズ」と入力）
◎応募期限　３月24日㈪　消印有効
◎第101回の正解�４人目�◎応募者数　21人�◎正解者数　20人
◎当選者　田村竜馬さん（大更）、藤江靖男さん（西根寺田）、遠藤幸子さん（叺田）

４月から地域の自治の
新たな拠点となるもの
は？（略称でも正解）
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今月の表紙 痛てて、やめておくれー
　大更保育所の豆まきが2月３日、同保育
所で行われました。
　鬼にふんした職員が現れると、泣き出し
てしまう子どももいましたが、園児89人は、
豆の代わりに新聞紙を丸めて作った玉を投
げ、見事に鬼を退治。鬼が「ごめんなさい。
許してください」と謝ると、園児全員が声
を合わせて「いいよ」と返事をし、最後には
一緒に歌を歌ったり、踊りを踊ったりして、
仲良く遊びました。

▪編集後記
ソチ冬季オリンピックに出場した永井秀昭選
手、本当にお疲れ様でした。そして、パブリッ
クビューイングに来場いただいた皆さん、あ
りがとうございました。同級生や家族の皆さ
んのタオルやパーカなどに感動させられまし
た▷永井選手は、オリンピック終了後すぐに、
スキーW杯に転戦となりましたが、そちらの
奮闘も皆さんで応援しましょう。　（佐々木）　

若者の就職をサポート 
自立・就活相談会実施

　もりおか若者サポートステー
ションでは、15歳から39歳までの
方で、就業に困難を抱えている若
者や、コミュニケーションに不安
を感じている若者の支援のため、
相談会を行います。
■日時　３月24日㈪、午前10時か
ら午後４時まで（要予約）
■場所　西根地区市民センター
　申し込みなど詳しくは、もりお
か若者サポートステーション（☎
019-625-8460）まで。

改定後の県産業別 
最低賃金の確認を

　県特定（産業別）最低賃金が、改
定されました。
■最低賃金（時間額）　❶鉄鋼業、
金属線製品、その他の金属製品
製造業は740円❷電子部品、デバ
イス、電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業は718円
❸光学機械器具、レンズ、時計・
同部分品製造業は729円❹各種商
品小売業は729円❺自動車小売業　
は751円
■発効日　❶～❸、❺は 25年12
月28日、❹は26年2月１日
　詳しくは、岩手労働局労働基準
部賃金室（☎019-604-3008）まで。

国税などの税金は 
期限内に納めよう

　所得税や消費税などを期限内に
納付できなかった場合などは、法
定納期限の翌日から納付の日まで
延滞税がかかります。
　この場合、金融機関または所轄
の税務署で本税と延滞税を合わせ
て納付いただくことになります。
　延滞税の計算方法など詳しくは、
国税庁ホームページをご覧ください。

希望郷いわてモニター 
協力者募集しています

　県では、県の施策についてのア
ンケートに回答いただく「希望郷い
わてモニター」を募集しています。
■資格　県内在住で、４月１日現
在、満20歳以上の人（議員や公務員
は応募できません）
■任期　４月１日から28年３月31
日までの2年間
■募集人数　 200人
■謝礼　記念品を贈呈（年１回）
■応募締切　３月20日㈭　※当日
消印有効
　応募方法など詳しくは、県公式
ホームページまたは県庁広聴広報
課（☎ 019-629-5281）まで。

放射線などの測定結果について

　１月に測定した空間放射線量
は、下表のとおりです。
　詳しくは、市役所市民課環境衛
生係（☎・内線1124）まで。

　

　また、西根・安代地区学校給食
センターでは、調理した給食の放
射性物質の測定を行っています。
　その結果、１月23日・30日、2月
６日・13日・20日の測定では、放射
性物質は検出されませんでした。
　内容は、市ホームページで公開
しています。
　詳しくは、西根地区学校給食セ
ンター（☎70-1117）まで。

ＪＩＣＡボランティア 
体験談＆説明会を開催

　独立行政法人国際協力機構（Ｊ
ＩＣＡ）では、ＪＩＣＡボランティ
ア「体験談＆説明会」を開催します。
■日時　▷４月６日㈰、午前10
時から午後０時半まで▷４月16
日㈬、午後７時から９時まで
■場所　いわて県民情報交流セン
ター（アイーナ）
　詳しくは、ＪＩＣＡ東北（☎
022-223-4772）まで。

１月放射線量測定結果
測　定
地　点 測定日 測　定

区　分
測　定
時　刻

線量等量
率（µSv/h）

本庁舎

１月27日 地上
１㍍

13：55 0.04
松　尾
庁　舎 14：30 0.04
安　代
庁　舎 15：10 0.03

（µSv/h ＝マイクロシーベルト毎時）
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小規模工事や修繕などを 
希望する登録業者を募集

　市は、市発注の小規模工事や修
繕について、契約を希望する事業
者を随時募集します（見積書の依
頼や契約を約束するものではあり
ません）。
■登録要件　市内に本社・本店ま
たは住所（住民登録）があり、次の
いずれにも該当しない者❶市税滞
納者❷市営建設工事等請負資格者
名簿登載者❸希望登録業種に必要
な資格、免許などがない。
■登録できる業種　❶土木一式工
事❷建築一式工事❸大工工事❹左
官工事❺とび・土工・コンクリー
ト工事❻石工事❼屋根工事❽電気
工事❾管工事❿タイル・れんが・
ブロック工事⓫鋼構造物工事⓬鉄
筋工事⓭舗装工事⓮しゅんせつ工
事⓯板金工事⓰ガラス工事⓱塗装
工事⓲防水工事⓳内装仕上工事⓴
機械器具設置工事㉑熱絶縁工事㉒
電気通信工事㉓造園工事㉔さく井
工事㉕建具工事㉖水道施設工事㉗
消防施設工事㉘清掃施設工事のう
ち、３業種まで（市指定給水装置
工事事業者や市排水設備指定工事
店は、該当業種の登録は不要）
■提出書類　❶登録申請書❷市税
の納税証明書❸登録希望業種の資
格証の写し
■登録有効期間　28年３月末まで
　一括下請け（丸投げ）は不可。自
ら履行可能な業種を選択願います。
　詳しくは、市役所総務課契約管
財係（☎・内線1235）まで。

森林ボランティア講座 
興味のある方は受講を

　ＮＰＯ法人いわて森林再生研究
会では、森林ボランティア講座を
開催します。
■期間　４月14日㈪から27年３
月まで（全20回）
■場所　盛岡市手代森の研修林
■内容　基礎知識、機材の使い方、
安全な森づくりの作業技術など
■参加費　一般 10,000円、学生
5,000円（保険料、テキスト代含む）
■募集定員　40人（先着順）
　詳しくは、同法人（☎090-6620-
3995）大江まで。

自衛官（幹部候補生）の 
応募を受け付け中です

　防衛省では、自衛官を募集して
います。
■種目　幹部候補生（一般・技術・
歯科・薬剤科）
■受験資格　▷一般・技術　22
歳以上26歳未満▷歯科　20歳以
上30歳未満▷薬剤科　20歳以上
28歳未満
■受付期限　４月25日㈮
■試験日　５月10日㈯、11日㈰
　詳しくは、自衛隊岩手地方協力
本部盛岡募集案内所（☎019-641-
5191）まで。

家畜の飼養者は定期 
報告書提出忘れずに

　家畜を所有する人は、平成26年
分の飼養状況報告書の提出をお願
いします。愛玩で家畜を飼ってい
る人も対象です。
■家畜の種類と報告期限
▷ウシ、シカ、めん羊、ヤギ、ブタ、
イノシシ、ウマは４月15日㈫
▷ニワトリ、アヒル、ウズラ、キ
ジ、ダチョウ、ホロホロ鳥、シチ
メンチョウは６月15日㈰
■報告内容　家畜保健衛生所など
から配布された様式に、2月１
日時点の飼育状況を記入（様式が
ない人は、市役所・農協・家畜保
健衛生所に連絡ください）
■提出先　家畜保健衛生所、市ま
たは農協の畜産担当窓口
　詳しくは、市役所農政課畜産係

（☎・内線1276）まで。

見届けよう公正な選挙 
投票立会人を随時募集

　市選挙管理委員会では、投票所
の投票立会人を募集しています。
■応募資格　投票日現在満20歳
以上で、引き続き３カ月以上市内
に住所を有している人
■報酬　1日当たり10,700円（期
日前投票は9,500円）
■応募期間　随時。ただし、４月
27日㈰投票予定の市議会議員選
挙に係る投票立会人を希望する人
は、３月20日㈭まで。
　応募方法など詳しくは、市選挙
管理委員会事務局（☎・内線1226）
まで。

冷蔵庫などの後ろ側 
定期的に清掃しよう

　家庭で使用するテレビ、エアコ
ンや冷蔵庫などの後ろ側には、た
くさんのちりやほこりがたまりが
ちです。定期的にコンセントを抜
いて掃除をしましょう。機器の効
率を高め、省エネにつながります。
　ただし、裏ぶたを外し、中まで
の掃除は、専門家に任せましょう。

農業担い手指導員と 
地域連携推進員募集

　市は、非常勤職員の農業担い手
指導員と地域連携推進員を募集し
ます。
■業務内容　農業者（担い手）およ
び集落営農組織の育成、経営改善
指導、地域農業マスタープランの
推進、農地利用集積業務など
■要件　満18歳以上でパソコン
の基本操作ができる人（要普通自
動車免許、営農指導の実務経験者
を優遇）
■募集人数　▷農業担い手指導員　
2名▷地域連携推進員　１名
■任用期間　１年以内（週４日勤
務）
■選考　３月下旬に面接を行い
ます（別途通知）。
■応募方法　任意または市農業振
興支援センターに備え付けの履歴
書に必要事項を記入して、提出
■応募期限　３月17日㈪　※消印
有効
　詳しくは、市役所農業振興支援
センター（☎・内線1291）まで。
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　昭和40年生まれ。2月４日、県
から、地域の農業振興のリーダー

「県農業農村指導士」に認定され
る。また、ＪＡ新いわて八幡平野
菜生産部会ほうれんそう専門部長
も務める。Ｏ型のてんびん座

農業農村指導士の認定証
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